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   A multicenter trial was carried  out  on 100 patients with benign prostatic hypertrophy to eluci-
date the efficacy of anti-androgen therapy with allylestrenol (AE). AE was administered at a daily 
dose of  50  mg for 16 weeks to the patients and its efficacy was evaluated with subjective symptom 
scores, residual urine volume and uroflow rates. The effects of AE on prostatic volume and mor-
phology were evaluated using transrectal ultrasound. 
   Of these patients 65 completed the protocol, and only three patients withdrew from the study 
owing to side effects. Very modest adverse effects on sexual performance were seen in one patient. 
In this study, significant beneficial effects of AE on symptom scores, residual urine, maximum 
flow rate, and prostate size were demonstrated. However, volumetric reduction was not associa-
ted with urodynamic improvement. Prostatic shape was not changed throughout the study. 
   These findings suggest that allylestrenol can be used as an alternative to prostatectomy in 
patients who are at high risk for surgery. 
                                                (Acta Urol. Jpn.  38: 961-966, 1992) 






























を1日2回,朝 夕食後に投与 した.投 与期間について
は最低16週間とし,投与開始直前と投与16週後の比較
で効果を判定した.効 果判定は自覚的 には夜 間尿回
数,残 尿感(0な し,1=軽 度一たまに残尿感があ




診での前立腺の大きさ(1ク ル ミ大,2;超 クル ミ












2:かな り,時 問がかか る(1分以上2分 未満)
3:非常 に時 間がかか る(2分以上)
2)排 尿開始の延長
0:すぐに終 わる(1分 未満)
亘:やや時 間がか かる(1分以上2分 未満)
2:かな り,時 間が かかる(2分 以上4分 未満>
3:非常 に時 間が かかる(4分 以上)
3)排 尿時のい きみ
0:いきみを意識 していない
1:時々 意識 してい きむこ とがある





2:一応尿線 をなす も弧 を描 かない
3:ほとん ど尿線 をな さず尿が滴下する




























い て 行 い,相 関 係数 の検 定 はPearson'srankorder
coefficicntsによ った.ま た ス コアに よ り表 現 され た
dataにつ い て はWilcoxonsignranktest用い て投
与 前 後 の有 意 差 の検 定 を行 った.統 計 学 的 な有 意 差 は
p<0.05をも って有 意 との 判 定 を下 した.
結 果
AEの 投 与 を 開 始 した100症例 の うち16週 間 の投与
を 完 了 した のは65症 例 で年 齢 は58歳か ら84歳,平 均
70.7±1.0歳で あ った.35例の脱 落 症 例 に つ いて は 副
作用 に て投 与 を 中 止 した も のが3例,尿 閉 状態 とな り
や む な くカ テ ーテ ル を留 置 した ものが3例,合 併 症 の
増 悪 のた めが4例,来 院 しな くな った な どの理 由 に よ
る ものが25例で あ る,
自覚的 所 見:自 覚 症状 の うち 夜 間 の排 尿 回数 は3.2
±0.2回か ら2.2±0.2回へ と有 意 に減 少 し(p<0.Ol),
残 尿 感 に つ いて もAE投 与 前(0:13例,1:20例,
2:21例,3=11例)で あ った も のが投 与 後 に は(0:
37例,1:18例,2=6例,3=4例)と 有 意 の 改善
を みた(p<O.Oi).また排 尿 困 難 度 に関 す る4項 目の



























他 覚的 所 見 ・まず 直 腸 内触 診 に よる前 立 腺 の 大 き さ
の変 化 に つ い て はAE投 与 前(Il1例,2:21例,

























































や や 問 題 が あ る と した もの4.7%で あ った.有 用 度 と
して は,有 用 と した もの81.5%(き わ め て 有 用:Z7
%,有 用:32.3%,や や 有 用:41.5%),ど ち ら とも
い え な い と した も の9.2%,有用 で な い と した も の7.7
























く経験す るところである.正 確な判定 には厳 格 な
prospectiverandomizedstudyが必要であろうが2),
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